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地波に対するアーザ橋の識tは、新残り鰤た、関乗通 のれをひるまでモなく、昔かお̀ わたてもたここである

。 ′?了0年の歯イクリア史誦Rにういてt、ね工也担末く、ろくに整影tとていない、たそ腋崚でなためただけ

のアー̀棧進む、ぜレ者の山とたLた波慮近くの薇災燿ラむア́ ノにおいて、で妙たええるばむガつていたこと

t伯鶏じ『報告していだ。 ここで んヽな0アー子の救型之ィくり、 このよ)々平縄な職体t佃ひあわせただllの

ようなアー̀精盗0寺ヴR帷に́ いて、ま軍電まにとて解唱してゆこうと痣ク。

り蒻掟に颯いたアr`緯過N、日1に示すようだ、ノ2個の

りlif::『1lllIサf鵞l'11:`lli』ぶ〔  ラア|
プ″グ書「樹と11し、コンクリートででもている。支調オ漸筵と

してえ、日史こく伽のλ́ があ」,で伽の場を、日に示すく

夕太タィィタニープそ用いて、ある磁 、アーイのまおに関

4さt、日時に支(l~J力 ttん せた。また力1ス度付t基盤

o訪むmォ)¬とァタグ却劇にとりつ|ナ派勤力]謎広t測定とん。

故軌ガ自はれ銀、面外、斜め(チ∫。'オ向の3オ向に永千

振勲ttこえた。奥道板勲員滅減の限界後受t起えたた″、〃

えZことボでも太でつた。λ力|くエス厳嗜久として員♭1たポ、ガ冶によ

自 1

)て、ランダムメ宅凛いス。

ア́ 子の磁 影焦は、軸畿オ向とそれ以外で異なつた様相そ示した。劇鷹密向帳勲の″を、アーイの両端がく

樹通よたず、り、tr欄7。lのtVたンセrできてたヽじ、猛彙した。(写真-1)適 外方向領仙の場な、ボた″さざ

なじず、そのこま印積ぎぬけあように回転し、薇乗に二つた。(写コー2)樹 め方向板《々の場を、これ3の中

間曲なよ執形能の機葉がぐ尽Mた ざ、ムく実えるム01rtごムガ%よ う中 億t蘇とえ。(軍1-3)

く(が呵如の農 と、日史の攀 こで翼太る薇環ψ無 t意したのは、軸

縦力自11捩の燿なで、がた́ さざ生じてでも薇景に壼ガとし`ウ点で武nじで

あつたが、ま点tt回たの媚合、爽ミ檬 へ倒魚たのに対し、1勲の燿合lミ、

■点間ぜ広ざつて直下へえじることざ多0 ・`え。(撃員―夕,

ミのように力鴫時状態、嗅囀条件年でァーイの電減移魚ポ妥えるここボわガ

つた、漱に覆バ"nも注に4いてガえてける。
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